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2021年 2月 22日 

 

過疎地域における 5Gを活用した遠隔診療・リハビリ指導の実証実験を実施 
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株式会社ＮＴＴデータ経営研究所（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：柳 圭一郎）、株式会社ＮＴＴ

ドコモ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：井伊 基之）、新城市民病院（所在地：愛知県新城市 病院

長：綿引 洋一）、東海国立大学機構 名古屋大学（所在地：愛知県名古屋市 総長：松尾 清一）、新城市（愛

知県新城市 市長：穂積 亮次）、国立研究開発法人理化学研究所（理事長：松本 紘）、ニプロ株式会社（本

社：大阪市北区、代表取締役社長：佐野 嘉彦）、株式会社ソシオネクスト（本社：神奈川県横浜市、代表取

締役社長：岡本 𠮷史）は、総務省「地域課題解決型ローカル 5G等の実現に向けた開発実証」の請負事業に

おいて、コンソーシアムを設立し過疎地域診療所における 5Gを用いた遠隔診療・リハビリ指導の実証実験

を行いました。 

本実証実験では、5Gや４Kカメラを使用し、実証地域の診療所や集会所と中核病院の医師を繋ぐことによ

り、超音波画像検査（腹部エコー）などの遠隔診療や遠隔リハビリ指導を行いました。 

その結果、5Gと 4K映像を使用することによって、腹部エコーやリハビリの映像において良好な解像度が得

られ、映像伝送やデータ転送の遅延時間も許容範囲内であり、問題なく遠隔診療やリハビリ指導が可能とな

ることを確認しました。 

今後、高精細な映像伝送・診療システムによって、予防医療を担う医療従事者の不足や山間部等の過疎地域

へ医療従事者を派遣する負担の増加などの課題解決に貢献していきます。 
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５G対応移動基地局車 新城市民病院でのモニター 
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【背景と課題】 

新城（しんしろ）市では、人口減少・過疎化・少子高齢化が進み、山間部等のへき地における通院困難患者

の増加や医療資源の負担増加など、深刻な地域課題を抱えています。例えば、独居世帯や老老介護世帯の増

加により診療・リハビリ指導において機能低下の発見が遅れ、その結果、ADL（Activities of Daily Living：

日常生活動作）が低下することで入院でのリハビリ介入が必要となるケースが増えています。また、地域交

通インフラの不足により、診療・リハビリ指導を必要とする住民の通院が困難となっています。理学療法士

は全国的に偏在していますが、訪問リハビリテーションの需要は全国的に増加しています。 

これらの問題点を解決するためには、①高齢者の健康異常を早期に「検知」できること、②物理的距離にか

かわらず医療を提供できること、③遠隔で健康指導・リハビリ指導を行うため 「高解像度な映像・データ」

を伝送できることが不可欠であり、高速・大容量かつ高信頼性・低遅延の通信環境が望まれます。 

本実証実験では、5Gを活用した映像伝送・遠隔診療支援のプラットフォームおよび予防医療のためのスク

リーニングシステムを構築し、上記のような地域課題の抜本的な解決に取り組みました。 

 

【体制と役割】 

株式会社ＮＴＴデータ経営研究所 

コンソーシアム代表。 

実証モデルの社会実装・事業化に向けた検討。 

 

株式会社ＮＴＴドコモ 

4K高精細映像伝送システムの性能検証。 

5Gネットワーク（基地局および可搬局）環境の提供。 

5Gネットワークの技術検証。 

 

新城市民病院 

課題実証の遂行。 

実証フィールド（病院）の提供、医療従事者のリソース提供。 

 

名古屋大学 

スクリーニングシステム等の有効性評価・検証。 

 

新城市 

実証フィールド（診療所、集会所）の提供。 

 

国立研究開発法人理化学研究所 

モーションキャプチャーを活用した歩行の分析。 

 

ニプロ株式会社 

遠隔診療支援システム「ニプロハートライン TM」の 5G通信環境下 

での性能検証。 

 

株式会社ソシオネクスト 

モバイル超音波画像診断装置の技術実証。 

 

災害時問診（バイタルデータ） 

新城市民病院（モーションキャプチャー） 

遠隔健康指導 
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【実証実験の概要】 

目的：予防医療を担う医療従事者（総合診療医、リハビリ専門医、リハビリ専門職等）の不足、山間部等の

過疎地域へ医療従事者を派遣する負担の増加に対する課題解決システムとして、5Gおよび 4K等高精細カメ

ラを用いた映像伝送・診療システムを構築した検証。 

 

実証内容： 

① 遠隔問診、各種バイタルデータや遠隔超音波画像検査などの遠隔診療に関する実証 

② 4Kカメラを用いた遠隔リハビリ指導に関する実証 

③ 4Kカメラや用いた遠隔からの摂食嚥下指導に関する実証 

④ 遠隔医療における 5Gの性能評価、電波伝搬特性評価およびエリア構築・システム構成の検証 

 

実証時期：2021年 1月 17日～2021年 2月 12日 

 

 

【課題解決システムの概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概要図】 

診療所 中核病院

看護師ヘッドマウントカメラ

接写・定点用カメラ

コミュニケーション用カメラ

モバイル超音波画像診断装置

モーションキャプチャー

遠隔診療支援システム

....

遠隔診療支援システムサーバー

NTTドコモクラウドサービス

光回線・VPN

・バイタル情報閲覧

・問診時テレビ電話

・モーショキャプチャー

映像閲覧

・エコー画像閲覧

・コミュニケーション

カメラ用映像閲覧

・接写定点カメラ用

映像閲覧

モニター①

・ヘッドマウントカメラ用

映像閲覧

モニター

・看護師視点映像

・接写映像の撮影

・患者の表情

・医師の指示映像

・エコー画像伝送

・リハビリ歩行

映像

・バイタル情報伝送

・問診時テレビ電話

・指示医師映像閲覧

モニター②

モニター③

モニター④

モニター⑤

モニター⑥

コミュニケーション用カメラ

＜高速大容量・低遅延＞

セキュア・クローズドネットワーク

光回線・VPN

【システム構成図】 
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【検証結果】 

実験参加者や医療従事者に対するアンケートの分析や 5Gの受信電波分布等の比較検証の結果、以下の結果

が得られました。 

 

① 患者の全身、歩行状態、局所部位の各様子を、療法士のリハビリ指導に

求められる十分な映像品質で確認。また、リハビリ前後での診療が遠隔

で可能。 

② 遠隔の医師と現地の看護師が連携して腹部エコーのプローブ操作が可

能。 

③ 中核病院の言語聴覚士と現地の看護師が連携して嚥下指導が可能。 

④ 5Gを使用することで、腹部エコーや 4Kのリハビリ映像を遅延が少なく

リアルタイムに伝送することが可能。 

 

【今後の取り組み】 

本実証プロジェクトを通じて、5Gおよび 4K等高精細映像伝送を用いた

遠隔診療・リハビリ指導の有用性、機能、操作性等の検証が可能となりま

した。今後は、5G基地局（ローカル 5G含む）、モバイル超音波画像診

断装置、遠隔診療支援システム、映像伝送・診療システム等について、実

証の検証結果を踏まえ、現状の技術と将来的な見込みをもとに、事業継続

性や実現可能性の検討を推進します。 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

■ 報道関係者お問い合わせ先 

株式会社ソシオネクスト 経営企画室 

Tel: 045-568-1006 

https://www.socionext.com/jp/contact/ 

 

 

■ 内容に関するお問い合わせ先 

株式会社ＮＴＴデータ経営研究所 

情報未来イノベーション本部 

先端技術戦略ユニット 

担当：金田、小林 

Tel：03-6261-4509 

E-mail: shinshiro_5g_consortium@nttdata-strategy.com 

 

 

  

腹部エコー 

遠隔リハビリ指導 

https://www.socionext.com/jp/contact/
mailto:shinshiro_5g_consortium@nttdata-strategy.com
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ソシオネクストについて 

株式会社ソシオネクスト(Socionext Inc.)は、SoC(System-on-Chip)の設計・開発および販売を事業とするグローバル

企業です。コンシューマー、オートモーティブおよびインダストリアル分野における世界トップレベルの技術を核に、今

日のさまざまなアプリケーションの進化を支えます。長年培った技術力と経験、さらに豊富な IP ラインナップをベース

に卓越したソリューションを提供し、人々の豊かな体験 = “better quality of experience”の実現に貢献します。2015 

年に設立された株式会社ソシオネクストは横浜市に本社を置き、日本国内、アジア、米国およびヨーロッパの各拠点にお

いて製品開発および販売活動をグローバルに展開しています。 

詳しくは https://www.socionext.com/jp/ をご覧ください。 

 

記載されている会社名、製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。プレスリリースに記載された内容は 

発表日現在のものです。その後予告なしに変更されることがあります。あらかじめご了承ください。 

 

https://www.socionext.com/jp/

